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大
正
十
二
年
十
月
號

大
正
十
二
年
九
月
一
目
相
模
溝
附
近
の
地
震
に
就
て

京
大
上
賀
茂
観
測
所

谷

貞

夫

　
大
正
＋
二
年
九
月
蝋
日
午
前
＋
一
時
五
＋
九
分
の
相
模
灘
附
近
の
大
地
震
は
萬
鯨
の
生
霧
を
奪
ひ
、
藪
＋
萬
の
入
生
に
極
り
無
き

迫
害
を
與
へ
幾
多
の
建
築
物
を
破
壊
し
て
、
悲
惨
な
る
入
生
の
哀
史
を
残
し
た
。
何
た
る
天
災
で
あ
ら
う
。

　
明
治
以
後
二
＋
四
年
半
月
二
＋
八
日
濃
尾
の
大
震
、
二
＋
七
年
＋
月
ご
＋
二
日
の
庄
内
地
震
，
二
＋
九
年
六
月
＋
九
日
の
三
陸
大

津
浪
、
同
八
旦
二
＋
一
日
の
陸
羽
の
激
震
、
三
＋
八
年
六
月
二
日
の
藝
豫
の
地
震
、
四
十
二
年
八
月
＋
四
日
の
近
江
の
地
震
、
大
正

三
年
一
月
＋
二
日
の
櫻
島
の
大
甘
嚢
，
同
七
年
十
一
月
＋
一
日
目
大
町
地
震
、
十
一
年
＋
二
月
八
日
の
肥
前
島
原
牟
島
の
激
震
、

今
、
叉
相
模
潜
附
近
の
大
地
震
、
其
の
他
藪
点
り
無
き
破
壊
的
地
震
が
幾
十
萬
の
入
類
に
危
害
を
加
へ
た
る
こ
ε
を
思
ふ
時
、
我
等

の
脚
下
が
常
に
大
盤
石
な
ら
ざ
る
を
思
は
し
む
る
の
で
あ
る
。

　
今
回
の
相
模
濁
附
近
の
大
地
震
は
、
明
治
以
後
濃
尾
に
次
ぐ
大
地
震
で
あ
る
が
、
死
傷
の
藪
家
屋
の
破
壊
は
一
暦
の
甚
し
き
模
檬

で
あ
る
。
東
京
地
方
に
於
て
は
、
安
政
二
年
十
月
二
日
の
江
戸
地
震
以
後
の
大
地
震
で
あ
る
。
安
政
二
年
の
江
戸
地
震
は
、
京
都
で

天
保
の
地
震
に
相
當
す
る
極
め
て
範
園
の
狡
い
局
部
的
の
大
地
震
で
あ
っ
た
が
、
攣
死
入
約
七
千
ご
見
て
大
い
な
る
誤
り
無
く
、
潰

画
一
萬
五
千
に
垂
ん
ミ
し
た
の
で
あ
っ
て
、
火
の
手
は
三
十
鯨
ケ
町
に
揚
っ
て
、
巾
二
町
に
亙
っ
て
長
さ
二
里
十
九
町
に
亙
る
大
火

災
ε
な
っ
た
。
今
次
の
地
震
は
被
害
匿
愚
詠
當
に
難
く
家
屋
其
の
他
の
建
築
物
の
多
少
な
り
・
こ
も
被
害
を
受
け
た
匿
域
は
、
三
百
不

方
里
に
及
ぶ
べ
く
人
身
に
感
じ
た
る
は
、
殆
ん
曹
本
州
大
部
に
亙
り
世
界
各
地
の
地
震
計
に
大
波
動
を
現
は
し
た
の
で
あ
る
。

　
自
分
は
ま
だ
震
災
地
方
の
實
地
調
査
の
蓮
び
に
到
ら
な
い
け
れ
さ
も
、
當
大
流
加
茂
観
測
所
に
於
け
る
地
震
計
記
録
紙
ミ
ニ
三
測

候
所
の
報
告
を
材
料
ミ
し
て
、
柳
か
大
略
を
記
し
尚
ほ
今
後
の
詳
細
な
る
報
告
調
査
材
料
を
集
め
て
、
夏
に
詳
細
に
論
じ
て
見
た
い
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考
へ
で
あ
る
。
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今
回
の
地
震
の
被
害
の
極
め
て
多
大
な
る
は
、
地
震
そ
の
も
の

が
大
な
る
は
勿
論
の
こ
ε
で
あ
る
が
、
被
害
地
に
於
け
る
地
質
構

造
の
軟
盟
な
る
こ
，
こ
、
震
源
の
位
置
が
海
岸
に
近
い
こ
ε
、
氣
象

時
間
等
に
大
な
る
閣
係
の
あ
っ
た
こ
ε
に
原
因
し
て
居
る
襟
で
あ

る
。
地
質
構
造
の
如
何
は
、
震
度
の
強
弱
分
布
方
向
等
に
穽
常
な

る
關
係
の
あ
る
も
の
で
、
溶
蝕
地
方
に
於
け
る
地
質
構
造
は
知
ら

る
、
通
の
大
難
に
於
て
伊
豆
零
話
は
火
山
岩
、
東
京
灘
周
回
は
、

大
部
分
第
四
期
新
生
層
、
千
葉
縣
南
部
及
び
三
浦
牟
島
は
、
第
三
期

層
よ
り
な
っ
て
居
る
。
地
盤
は
生
成
年
代
の
古
き
程
強
固
な
る
も

の
に
て
、
地
震
動
少
く
新
生
暦
は
最
も
軟
錫
で
あ
る
。
東
京
横
濱

地
方
の
石
造
、
煉
瓦
造
、
鐵
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
如
き
耐
震
的
家

屋
の
多
大
の
崩
壌
は
、
第
一
そ
の
地
方
の
地
質
の
構
造
の
軟
弱
な

る
こ
ε
を
意
味
す
る
も
の
で
若
し
之
れ
等
の
建
築
物
が
、
京
都
の

如
き
強
固
な
る
地
盤
に
あ
っ
た
な
ら
、
そ
の
被
害
も
孚
分
に
上
ら

す
し
て
濟
ん
で
居
る
に
相
違
な
い
。

　
震
源
の
位
置
　
上
賀
茂
に
於
け
る
記
桜
紙
よ
り
見
れ
ば
、
初
期
微
動
の
罎
績
時
間
は
、
第
一
震
は
不
明
な
る
も
鯨
震
の
観
測
よ
り

見
れ
ば
、
三
十
五
秒
よ
り
一
分
ま
で
“
あ
っ
て
。
四
十
一
秒
よ
り
四
十
八
秒
ま
で
最
も
多
く
、
距
離
三
百
十
二
基
米
よ
り
三
百
五
十

六
罵
言
で
あ
る
。
岐
阜
に
て
は
、
四
＋
一
秒
三
百
＋
二
基
，
九
州
島
原
の
京
大
地
震
観
測
所
で
は
、
百
十
一
秒
（
八
百
三
＋
四
基
）

で
あ
る
。
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震
源
の
方
向
は
初
動
の
向
き
が
、
南
八
○
、
一
五
粍
西
へ
【
、
二
八
粍
（
磁
石
の
南
北
よ
り
）
上
下
動
は
上
方
郵
で
種
々
の
誤
差
を

入
れ
れ
ば
、
京
都
横
濱
を
結
ん
だ
線
上
に
あ
る
か
ら
震
源
は
、
脚
註
溝
北
部
海
岸
か
ら
陸
に
か
け
て
あ
ろ
も
の
ミ
思
ふ
。
岐
阜
測
候

祈
津
測
候
所
の
初
動
の
方
向
も
圖
に
示
す
が
如
く
で
あ
る
。

　
京
都
・
大
阪
・
紳
戸
・
津
・
岐
阜
に
於
け
る
地
震
記
録
は
、
初
動
は
何
れ
も
西
の
方
に
大
き
く
動
い
て
居
る
所
か
ら
想
像
す
れ
ば
、
震

源
は
略
南
北
に
自
讃
し
た
る
も
の
、
媛
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
節
線
は
愚
劣
で
示
し
た
如
く
、
北
東
よ
り
南
西
、
北
西
よ
り
南
東
に

引
か
れ
る
。
こ
の
無
線
は
横
波
の
最
も
大
な
る
所
で
あ
る
か
ら
こ
の
線
に
滑
う
た
東
京
・
横
笛
・
小
田
原
・
沼
津
附
近
及
三
針
。
三
浦

李
島
・
厨
州
を
蓮
ね
青
る
方
面
に
於
て
，
最
も
烈
し
く
振
動
し
た
る
筈
で
あ
る
か
ら
被
害
も
著
る
し
い
こ
ぐ
こ
思
ふ
。
震
源
地
方
に
於

け
る
加
遽
度
は
建
築
物
の
燭
壌
等
よ
り
察
す
れ
ば
、
一
秒
に
五
〇
〇
〇
粍
を
超
ゆ
る
も
の
、
様
で
あ
る
．

　
震
後
火
災
の
件
ふ
は
大
地
震
に
は
殆
ん
、
ご
附
き
物
で
あ
っ
て
、
安
政
の
大
地
震
、
濃
尾
の
大
地
震
、
米
國
桑
港
の
大
震
甚
大
火
災

を
起
し
、
濃
尾
大
震
の
時
は
朝
六
時
撃
過
ぎ
に
起
り
し
爲
め
朝
の
食
事
の
仕
度
の
頃
・
し
て
忽
に
大
火
災
を
起
し
、
四
千
二
百
七
十
餓

戸
を
焼
失
し
た
り
、
今
回
の
地
震
も
漏
電
其
の
他
の
事
惰
よ
り
嚢
益
し
た
る
箇
所
も
相
當
多
か
ら
ん
も
時
恰
も
正
午
頃
な
る
事
も
原

困
の
嚇
で
あ
ら
う
。
霜
雪
時
言
厘
配
置
も
北
海
道
長
崎
に
て
傾
度
こ
富
強
な
れ
ば
、
東
京
方
面
に
で
も
相
野
風
の
張
か
つ
た
こ
ミ
、

思
ふ
。
地
震
ε
共
に
津
浪
を
起
し
た
る
は
、
震
源
か
海
岸
近
く
に
あ
っ
た
爲
で
あ
る
。
震
源
海
岸
を
去
る
こ
S
遠
か
ら
ざ
る
時
は
爲

め
に
海
水
に
大
動
揺
を
起
し
此
の
大
動
揺
が
波
S
な
っ
て
海
岸
に
押
し
寄
せ
る
。
波
は
そ
れ
ぞ
れ
海
の
深
さ
に
よ
っ
て
、
定
ま
っ
た

速
さ
を
持
っ
て
傳
は
る
も
の
で
、
例
へ
ば
海
の
深
さ
三
千
米
の
所
で
は
、
一
時
間
に
四
亘
二
＋
基
米
約
百
＋
里
，
六
千
米
の
所
で
は

約
七
百
五
十
基
米
二
百
里
を
進
む
S
云
ふ
様
な
割
合
の
も
の
で
、
淺
く
な
れ
ば
な
る
ほ
さ
遽
さ
の
減
す
る
も
の
で
深
さ
百
米
の
贋
で

僅
に
百
八
÷
基
虫
垂
五
十
里
足
ら
す
し
か
進
み
得
な
い
ε
云
ふ
事
に
な
る
。
勿
論
海
端
の
大
さ
形
ち
深
さ
に
よ
っ
て
、
固
有
の
振
動

を
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
津
浪
を
受
け
て
、
自
ら
振
り
出
す
の
で
あ
る
。
相
模
灘
伊
亜
牟
島
風
は
、
殆
ん
さ
地
震
ミ
同
時
に
趨
り
し

も
ω
な
る
べ
く
、
横
濱
・
東
京
方
面
は
震
後
五
六
分
を
纏
過
し
て
起
り
た
る
も
の
ε
察
せ
ら
る
。

　
餓
震
は
、
今
爾
ほ
一
軍
撒
十
回
繰
り
返
し
つ
Σ
あ
る
が
、
こ
れ
は
二
日
正
午
蓬
京
都
に
継
て
六
十
五
回
の
直
面
を
感
じ
た
り
震
源

（
三
）
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（
四
）

地
附
近
に
於
て
は
、
千
回
を
起
ゆ
る
も
の
ミ
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
内
比
較
的
大
な
る
も
の
は
、
本
震
後
約
四
十
五
分
、
五
＋
四
分
、
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三
時
二
十
五
分
、
四
時
四
十
分
，
二
日
十
一
時
四
十
五
分
の
震
動

に
し
て
、
二
日
十
唱
時
四
十
五
分
の
も
の
は
，
本
震
の
約
李
分
位

の
大
さ
の
地
震
で
。
本
震
よ
り
も
稻
南
方
に
當
っ
て
同
じ
く
南
北

線
近
く
地
盤
の
裂
纏
し
た
る
も
の
な
ら
ん
。
　
（
圖
参
丁
目
二
日
十

叫
時
四
十
五
分
の
地
震
は
、
本
震
よ
り
約
＋
二
時
の
周
期
を
以
て

起
つ
た
も
の
で
潮
の
干
満
の
周
期
に
一
致
し
て
居
る
。
又
二
日
三

時
二
十
五
分
の
餓
震
は
、
本
震
の
大
波
動
が
地
球
を
一
周
し
て
來

た
時
刻
，
こ
一
致
し
て
居
る
。
か
、
る
こ
ε
は
大
地
震
以
後
に
於
て

度
々
あ
る
こ
ミ
で
、
地
球
内
部
の
不
安
定
が
あ
る
僅
の
シ
ヨ
ツ
ク

を
受
け
て
起
る
も
の
で
あ
る
。

　
由
來
地
震
に
ば
，
所
謂
前
震
の
件
ふ
も
の
で
櫻
島
の
爆
嚢
、
島

原
孚
島
の
地
震
の
際
も
前
震
は
数
度
あ
っ
た
。
勿
論
火
山
爆
獲
の

時
は
、
前
震
の
非
常
に
多
く
な
っ
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
今
回
の

地
震
に
、
前
震
は
何
程
か
あ
っ
た
に
相
蓮
な
き
も
京
都
に
於
て
そ

れ
ら
し
い
も
の
は
＝
叫
度
あ
っ
た
許
り
で
あ
る
。
前
震
の
俘
は
な

い
地
震
は
一
般
に
大
地
震
，
こ
な
る
こ
ご
が
多
い
。

鯨
帯
は
比
較
的
急
劇
に
減
っ
て
居
る
が
、
筒
今
後
一
二
年
は
臨
く
こ
下
し
が
あ
ら
う
。
今
回
の
地
震
の
原
因
に
就
て
は
、
墨
者
の
問
題

ミ
な
る
こ
ε
で
あ
る
け
れ
さ
も
、
確
實
な
る
決
定
を
與
へ
る
こ
ざ
は
難
事
で
あ
る
。
併
し
何
か
し
か
の
材
料
よ
り
想
像
す
る
こ
ご
は

可
能
で
あ
る
。
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地
　
震
　
の
　
原
　
因

　
今
回
の
地
震
に
就
て
は
、
種
々
議
論
も
あ
る
で
あ
ら
う
け
れ
さ
太
李
洋
地
震
地
帯
の
活
動
で
あ
る
こ
ミ
は
事
買
で
あ
る
。
今
よ
り

十
一
二
年
前
日
本
亜
米
利
加
南
洋
方
面
に
於
け
る
太
李
激
騰
に
大
地
震
が
瀕
平
し
て
、
そ
れ
が
段
々
嚢
へ
て
來
た
時
分
に
日
本
海
方

面
に
数
度
の
地
震
叢
生
し
て
，
次
第
に
日
本
内
地
に
傳
播
し
て
來
て
再
び
一
昨
年
位
よ
の
隔
壁
洋
岸
に
移
り
つ
・
あ
っ
π
。
大
正
十

年
十
二
月
八
日
の
關
東
地
震
、
十
日
年
二
月
九
日
紀
州
洋
の
地
震
、
四
月
二
＋
六
口
の
今
回
の
地
震
ミ
震
源
の
近
い
浦
賀
水
道
附
近

の
地
震
。
同
六
月
十
八
日
半
紀
州
沖
の
地
震
、
十
一
月
十
日
に
は
南
米
智
利
國
に
大
地
震
あ
り
、
十
二
月
八
日
に
は
肥
前
島
原
孚

島
に
爾
度
の
大
激
震
あ
り
、
翌
九
日
青
森
近
海
に
起
れ
る
海
底
大
地
震
、
十
一
年
十
二
月
よ
り
十
二
年
一
月
に
亙
る
伊
豆
大
島
三
原

山
の
活
動
、
一
月
＋
二
日
の
日
向
洋
の
二
回
の
強
震
，
二
月
四
日
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
群
島
の
大
震
津
浪
、
七
月
士
二
日
種
ケ
島
近
海

の
海
底
大
地
震
等
引
き
輝
き
太
考
案
方
面
に
起
り
つ
・
あ
り
。
今
回
の
地
震
も
之
等
ミ
同
じ
く
太
黄
熟
地
震
地
帯
活
動
が
原
因
し
て

居
る
も
の
で
、
悪
所
に
於
け
る
富
士
火
山
脈
の
大
活
動
で
あ
る
こ
く
こ
思
ふ
。
地
震
－
こ
周
期
ミ
に
蘭
し
て
は
種
々
研
究
さ
れ
て
居
る

様
で
あ
る
が
、
確
定
し
た
も
の
は
あ
ま
り
な
く
寧
ろ
周
期
は
な
い
も
の
ご
見
た
方
が
よ
い
様
で
あ
る
。
地
震
の
豫
報
に
付
て
も
研
究

さ
れ
つ
、
あ
る
が
、
現
在
の
所
で
は
不
可
能
の
事
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
今
後
此
の
地
方
に
再
び
大
震
が
起
る
べ
き
か
無
論
起
り
得
る

で
あ
ら
う
が
、
今
回
の
震
源
か
ら
は
殆
ん
さ
歎
十
年
は
起
り
得
な
い
こ
ε
、
思
ふ
。
　
一
度
大
地
震
儲
れ
ば
数
多
の
鯨
震
を
趣
し
て
、

次
第
に
安
定
の
位
置
に
復
る
も
の
な
れ
ば
、
か
、
る
大
地
震
は
同
一
黙
思
か
ら
は
起
ら
な
い
。

　
太
聖
遷
地
震
活
動
は
為
れ
を
場
っ
て
終
り
を
告
ぴ
た
も
の
で
は
無
論
な
い
。
震
災
に
通
信
交
通
教
員
に
大
故
障
を
生
じ
調
査
研
究

材
料
少
く
且
叉
多
忙
な
る
時
期
に
あ
れ
ば
、
意
に
満
た
ざ
る
所
多
き
も
大
略
を
記
し
て
こ
の
稿
を
欄
く
。
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科
學
は
原
因
無
く
し
て
結
果
あ
り
得
べ
き
を
未
だ
嘗
て
示
め
せ
し
こ
S
な
し
。
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科
學
は
事
物
の
絶
封
的
厳
原
に
湖
る
能
は
す
、
且
叉
事
物
の
絶
封
的
終
局
に
達
す
る
能
は
す
。
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